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	製品名: YAP（リン酸化Ser127）ウサギポリクローナル抗体
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	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、発生、成長、修復、および恒常性維持に関与するHippoシグナル伝達経路の下流核エフェクターをコードしています。この遺伝子は、このシグナル伝達経路の転写調節因子として、複数の癌の発生および進行に関与することが知られており、癌治療の潜在的な標的となる可能性があります。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2013年8月],PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化されます。,類似性：1つのWWドメインを含みます。,サブユニット：YESキナーゼのSH3ドメインに結合します。WBP1およびWBP2に結合します。in vitroにおいて、WW1ドメインを介して、PPSYモチーフを含むENAHの神経アイソフォームに結合します。,
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	YAP（リン酸化Ser127）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	YAP（リン酸化Ser127）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	HU 2nMで24時間処理したCOS7細胞のライセートをYAP（リン酸化Ser127）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	ラット心臓組織の免疫蛍光染色。1, YAP（リン酸化Ser127）ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット心臓組織の免疫蛍光染色。1, YAP（リン酸化Ser127）ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	1：500に希釈したPhospho-YAP（S127）ポリクローナル抗体を用いた各種細胞のウエスタンブロット解析。
	

	1：500に希釈したPhospho-YAP（S127）ポリクローナル抗体を用いたMCF7細胞のウエスタンブロット解析。

